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r21世紀の学校Jをどう考えるか

馬居 政幸

中
学
校
が
多
文
化
共
生
教
育
を
展
開
す
る
上

で
最
も
重
要
な
契
機
と
も
な
ろ
う
。

「情
報
化
」
の
課
題
は
、
か
自
己
学
習
能

力
。
と
H

生
涯
学
習
シ
ス
テ
ム
九

情
報
社
会
は
、
知
識
を
獲
得
・
蓄
杭
（
ス

ト
ッ
ク
）
す
る
こ
と
自
体
で
は
な
く
、
単
な

る
記
号
の
集
合
体
と
し
て
流
動
（
フ
ロ

l
）

状
態
に
あ
る
情
報
を
、
選
択

・
創
造
・

操
作

す
る
主
体
の
行
為
に
よ
っ
て
価
値
が
生
ず
る

社
会
で
あ
る
。

価
値
が
提
供
す
る
側
（
教
育

者
）
で
は
な
く
使
用
す
る
側

（
学
習
者
）

に

属
す
る
以
上
、
重
要
な
の
は
ぷ
子
習
者
H
情

報
選
択
・
創
造

・
操
作
主
体
者
H

の
育
成
。

学
習
者
一

人

一
人
が
情
報
機
器
操
作
の
習
熟

も
含
め
て
、
自
己
の
ニ

l
ズ
に
し
た
が

っ
て

必
要
な
情
報
を
自
在
に
選
択
・
創
造
・

操
作

で
き
る
能
力
H
自
己
学
習
能
力
を
い
か
に
育

成
す
る
か
が
課
題
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
個
々
人
の
自
己
学
習
能
力
が
課

題
で
あ
る
以
上
、
提
供
す
る
側
（
教
育
者
）

の
方
の
仕
組
み
も
、
教
育
者
中
心
か
ら
学
習

者
中
心
す
な
わ
ち
生
涯
学
習
シ
ス
テ
ム
仁
転

静岡大学助教授

一
は
じ
め
に

二
一
世
紀
の
学
校
を
考
え
る
に
あ
た
り
、

範
囲
と
観
点
を
明
確
に
し
て
お
き
た
い
。

先
ず
時
間
の
範
囲
。
本
シ
リ
ー
ズ
の
幾
人

か
の
著
者
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
一

O
O

年
後
の
二
二
世
紀
直
前
と
七
年
後
の
二
O
O

一
年
と
で
は
全
く
異
な
る
。

こ
こ
で
は
二

O

二
五
年
、
す
な
わ
ち
第
一
四
半
期
ま
で
を
射

程
に
考
察
す
る
。
理
由
は
後
に
述
べ
る
。

次
に
観
点
。
次
の
い
ず
れ
の
立
場
か
で
学

校
観
は
か
な
り
異
な
る
。

一
つ
は
、
政
治
、

経
済
、
文
化
な
ど
全
体
社
会
の
変
化
に
基
づ

き
学
校
の
あ
り
方
を
考
え
る
立
場
。
も
う
一

つ
は
、
全
体
社
会
か
ら
相
対
的
に
独
立
し
た

も
の
と
し
て
学
校
を
位
置
づ
け
、
教
育
内
容

・
方
法

・
経
営
と
い
っ
た
学
校
内
部
の
教
育

論
（
学
）
上
の
課
題
を
考
察
す
る
立
場
。
こ

こ
で
は
前
者
の
立
場
か
ら
考
察
す
る
。

具
体
的
に
は
、
「
国
際
化
」
「
情
報
化
」
「
少

子
化
」

「
高
齢
化
」
を
一
二

世
紀
第
一

四
半

期
の
日
本
社
会
を
解
説
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
提
起
し
、
こ
れ
ら
と
学
校
と
の
関
係
を

換
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

さ
ら
に
国
境
を
越
え
る
情
報
が
近
年
の
世

界
史
的
変
化
の
起
動
因
と
な
り
、
ボ
ー
ダ
ー

レ
ス
と
い
う
言
葉
を一

般
化
さ
せ
た
こ
と
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
国
際
化
」
と

「情

報
化
」
は
密
接
に
関
連
す
る
社
会
変
化
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
は
相
互
に
影
響
し

あ
っ
て
、
肉
質
・
同
化
・

一
元
化
適
合
的
な

日
本
の
閉
じ
た
社
会
シ
ス
テ
ム
を
、
異
質
・

異
化

・
多
元
化
適
合
的
な
聞
い
た
社
会
シ
ス

テ
ム
に
転
換
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
で
あ
ろ

う
。
学
校
も
例
外
で
は
あ
り
え
な
い
。

。教
師

・
教
科
書

・
教
室
H

に
H

閉
ざ
さ

れ
た
学
校
。
を
。
地
域
・
異
文
化
・
生
涯
。

に
お
け
る
多
種
多
様
な
砂
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
コ

ト
u

に
H

聞
か
れ
た
学
校
H

に
転
換
す
る
こ

と
こ
そ
、
「
国
際
化
」
と
「
情
報
化
」
を
挺

子
に
一
二
世
紀
を
聞
く
学
校
を
再
構
築
す
る

た
め
の
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

三
「
少
子
化
」
と
「
高
齢
化
」

「
少
子
化
」
は
H

男
女
共
同
参
画
型
社
会

の
実
現
。
、
「
高
齢
化
」
は
砂
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

要
約
提
示
し
た
後
に
、
特
に
少
子
化
に
焦
点

を
絞
り
一
二
世
紀
の
学
校
を
考
え
る
上
で
の

課
題
を
提
示
し
た
い
。

二

「国
際
化
」
と
「
情
報
化
」

「
国
際
化
」
は

J
タ
文
化
共
生
教
育
H

が

課
題
。
単
一
民
族
・
文
化
神
話
を
前
提
と
す

る
社
会
を
、
多
様
な
文
化
で
学
び
育
つ
人
々

が
共
に
生
さ
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
に
転
換

す
る
た
め
の
課
題
で
あ
る
。

教
育
内
容
・
方
法
の
次
元
で
は
グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
、
国
際
理
解
教
育
、
異
文
化
理
解
教

育
、
開
発
教
育
、
環
境
教
育
、
平
和
教
育
な

ど
が
、
教
育
機
会
の
次
元
で
は
帰
国
後
も
含

め
た
在
外
邦
人
の
子
ど
も
の
教
育
が
現
在
以

上
に
課
題
と
な
ろ
う
。
た
だ
し
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
日
本
人
の
教
育
。
政
治

・
経
済
的
次

元
で
の
問
題
と
も
絡
ん
で
よ
り
困
難
で
重
要

な
課
題
は
、
全
国
各
地
で
今
後
益
々
増
大
す

る
と
思
わ
れ
る
多
様
な
在
日
外
国
人
の
子
ど

も
た
ち
へ
の
教
育
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
、

彼
ら
彼
女
ら
の
自
国
文
化
を
尊
重
し
学
習
す

る
こ
と
を
通
じ
て
、
日
本
全
国
の
公
立
小
・

- 110ー

ス
ピ
リ
ッ
ト
の
育
成
。
が
課
題
。

い
ず
れ
も
人
口
と
い
う
社
会
構
造
の
最
基

底
部
に
生
ず
る
変
化
。
高
齢
化
が
今
後
の
社

会
シ
ス
テ
ム
改
編
の
中
核
に
置
か
れ
る
理
由

で
あ
る
。
そ
し
て
日
本
の
高
齢
化
率
が
世
界

に
類
の
な
い
速
さ
と
高
さ
で
ピ
ー
ク
に
な
る

の
が
二

O
二
五
年
、
二

一
世
紀
第
一

四
半
期

を
考
察
対
象
と
す
る
理
由
で
あ
る
。

超
高
齢
社
会
と
は

w
老
い
。
と
と
も
に
誰

も
が
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ
社
会
。
そ

れ
は
特
別
な
福
祉
施
策
の
問
題
で
は
な
く
、

人
間
と
し
て
成
長
・
発
達
す
る
課
題
の
中
に

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
に
対
処
で
き
る
芯
欲
・

知
識
・
技
能
が
組
み
込
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
芯
味
す
る
。
そ
し
て
そ
の
中
核

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

他
方
、
近
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
（
女
性

が
一
生
に
産
む
子
ど
も
の
平
均
値
）
の
急
激

な
低
下
と
と
も
に
、
少
子
化
問
題
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

三
O
年
先
の
超
高

齢
社
会
よ
り
も
、
ま
ず
自
の
前
の
子
ど
も
の

急
激
な
減
少
を
止
め
る
こ
と
が
先
、

’A
 

と
い
う



わ
け
で
あ
る
。
特
に
、
子
ど
も
を
市
場
と
す

る
教
育
産
業
へ
の
影
響
は
深
刻
、
そ
の
最
大

大
手
が
学
校
で
あ
る
は
ず
。
こ
れ
が
「
少
子

化
」
に
焦
点
を
絞
る
理
由
で
あ
る
。
そ
し
て

そ
の
課
題
を
象
徴
す
る
の
が
、

「女
性
が

一

生
に
産
む
子
ど
も
過
去
最
低
の
一

・
四
六

人
」
と
い
う
本
年
六
月
二
四
日
の
朝
日
新
聞

朝
刊
の
一
面
の
見
出
し
で
あ
る
。

厚
生
省
の
人
口
動
態
統
計
に
よ
り
、
昨
年

の
合
計
特
殊
出
生
率
が
初
め
て
一

・
五
O
を

割
っ
て
一
・
四
六
ま
で
下
が
り
、
出
生
数
も

昨
年
よ
り
二
万
人
減
の
一
一
八
万
八
三

一八

人
、
人
口
千
人
当
た
り
の
出
生
率
が
九

・
六

人
に
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

人
口
維
持
に
必
要
と
さ
れ
る
合
計
特
殊
出

生
率
は
ニ

・
O
八
。
昨
年
は
そ
れ
を
大
き
く

下
回
っ
た
わ
け
だ
が
、
学
校
に
と
っ
て
よ
り

深
刻
な
の
は
約

一
一
九
万
と
い
う
出
生
数
。

判明
在
四
十
代
後
半
に
い
る
団
塊
の
世
代
の
ピ

ー
ク
（
昭
和
二
四
年
H
二
七
O
万
）
の
半
分

以
下
、
そ
の
子
ど
も
で
二
十
前
後
に
固
ま
っ

て
い
る
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
の
ピ
l
ク
（
昭
和
四

凶

O
入
学
級
へ
の
移
行
則
。
学
級
と
教
師
の

削
減
は
や
や
緩
和
さ
れ
て
い
た
。

だ
が
、
学
校
の
中
に
空
き
（
余
裕
）
教
室

が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
は
気
づ
く
は
ず
。
昨

年
度
か
ら
の
教
員
採
用
数
の
激
減
が
そ
れ
を

証
明
し
て
い
る
。

一
一
九
万
と
い
う
平
成
五

年
生
ま
れ
が
小
学
校
入
学
す
る
時
に
、
校
舎

の
半
分
以
上
が
空
き
教
室
に
な
る
学
校
も
稀

で
は
な
い
は
ず
。
私
の
試
算
で
は
静
岡
県
内

の
か
な
り
の
小
学
校
が
六
学
級
に
な
る
。
学

年
の
子
ど
も
数
が

一
桁
も
し
く
は

O
に
限
り

な
く
近
づ
く
学
校
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

で
き
れ
ば
本
舎
の
読
者
も
、
学
区
内
で
昨

年
生
ま
れ
た

O
歳
か
ら
六
歳
ま
で
の
子
ど
も

の
数
を
調
査
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
そ
の
子

た
ち
で
小
学
校
が
埋
ま
る
七
年
後
の
児
童
数

と
学
級
数
を
割
り
出
し
て
ほ
し
い
。
も
し
、

学
区
内
の
調
査
が
で
き
な
け
れ
ば
、

市
町
村

単
位
で
も
結
構
。
学
級
減
H
空
き
（
余
裕
）

教
室
の
概
数
は
わ
り
だ
せ
る
は
ず
。
こ
の
空

い
た
教
室
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
。
そ

の
積
極
的
な
方
法
を
見
出
せ
な
け
れ
ば
、
昨

八
年
H
二
O
九
万
）
の
約
六
割
で
あ
る
。

四

大

学

リ
ス
ト
ラ
時
代

大
学
の
学
生
定
員
は
現
在
が
ピ
l
ク
、
団

興
ジ
ュ
ニ
ア
の
約
四
割
が
入
学
中
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
学
生
定
員
が
そ
の
ま
ま
で

あ
れ
ば
、
平
成
五
年
生
ま
れ
の
子
ど
も
た
ち

は
、
七
割
以
上
が
入
学
可
能
に
な
る
。

か
つ
て
分
数
の
で
き
な
い
高
校
生
が
話
題

に
な
っ
た
。
こ
れ
と
同
じ
問
題
が
大
学
に
生

じ
、
受
験
生
減
少
で
倒
産
す
る
大
学
も
出
る

で
あ
ろ
う
。
学
生
の
質
維
持
の
た
め
に
学
生

定
員
を
減
ら
そ
う
と
し
て
も
、
現
在
の
制
度

の
ま
ま
で
は
で
き
な
い
。
国
立
大
の
場
合
、

学
生
と
教
官
の
定
員
は
連
動
し、

尚
子
生
数
と

教
官
の
首
は
セ
ッ
ト
で
あ
る
。
私
立
大
も
学

生
数
と
収
入
が
通
勤
す
る
。

国
公
立
私
立
い
ず
れ
も
定
員
削
減
の
道
を

選
択
で
き
な
い
以
上
、
多
く
の
学
生
に
選
ん

で
も
ら
え
る
大
学
に
脱
皮
す
る
し
か
な
い
。

こ
れ
が
現
在
私
の
職
場
も
含
め
て
、
全
国
の

大
学
で
リ
ス
ト
ラ
進
行
中
の
背
景
で
あ
る
。

少
子
社
会
と
は
、
学
生
に
大
学
を
選
ん
で
い

年
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
し
た
東
京
郎
千
代
同
区

立
永
田
町
小
学
校
の
問
題
が
、
全
国
い
ず
れ

の
都
市
で
も
生
じ
る
。
学
校
が
二
一
世
紀
を

生
き
延
び
ゆ
く
た
め
に
、
秒
間
か
れ
た
学
校
H

の
具
体
化
が
急
務
で
あ
る
。
（
文
部
省
は
昨

年
「
余
裕
教
室
活
用
指
針
」
を
都
道
府
県
教

有
委
員
会
に
通
知
、

「今
後

一
0
1
一
五
年

程
度
の
児
童
生
徒
数
の
予
測
に
基
づ
き
、
学

校
施
設
全
体
に
つ
い
て
の
中
長
期
的
な
展

盟
」
を
検
討
す
る
こ
と
を
指
示
。
静
岡
県
教

育
委
員
会
に
お
い
て
も

「聞
か
れ
た
学
校
推

進
委
員
会
」
を
設
世
し
検
討
中
で
あ
る
）

で
は
余
剰
教
師
は
ど
う
す
る
の
か
。

通
常
は
学
級
滅
と
退
職
者
を
相
殺
し
た
差

を
新
規
採
用
数
の
削
減
で
処
理
し
て
い
る
は

ず
。
だ
が
も
し
学
級
滅
が
退
職
者
数
を
上
回

れ
ば
ど
う
す
る
か
。
私
の
知
る
限
り
、
既
に

こ
の
状
況
に
あ
る
教
育
委
員
会
が
少
な
か
ら

ず
あ
る
。
当
面
は
様
々
（
強
制
的
？
）
な
手

段
で
退
職
者
を
求
め
、
そ
れ
で
も
ダ
メ
な
ら

新
採
ゼ
ロ
で
、
と
い
う
方
針
が
漏
れ
聞
こ
え

て
く
る
。
し
か
し
こ
の
状
態
が
続
け
ば
極
め

た
だ
く
時
代
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

だ
が
、
よ
り
徹
底
し
た
リ
ス
ト
ラ
が
必
要

な
の
は
幼
稚
園
や
小

・
中

・
高
等
学
校
で
あ

る
は
ず
。
既
に
少
子
化
の
波
は
幼
稚
園
を
襲

い
全
国
で
か
な
り
の
闘
が
休
業
に
追
い
込
ま

れ
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
の
波
は
小
学
校
か
ら

中
学
校
に
も
及
ぼ
う
と
し
て
い
る
。

五
波
は
い
ま
小
・
中
へ

義
務
教
育
は
国
民
全
体
が
対
象
。
人
口
変

化
の
影
響
を
其
っ
正
面
か
ら
受
け
ざ
る
を
え

な
い
。
全
員
入
学
を
前
提
に
施
設

・
設
備
を

用
意
し
て
き
た
以
上
、
人
口
減
は
そ
の
ま
ま

削
減
に
連
動
す
る
は
ず
。
子
ど
も
が
減
れ
ば

学
級
数
も
減
る
、
学
級
が
減
れ
ば
教
室
が
空

き
、
教
師
も
余
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

た
だ
し
、
現
場
の
先
生
方
に
は
少
子
化
と

い
っ
て
も
ピ
ン
と
こ
な
い
方
が
多
い
の
で
は

な
い
か
。
学
級
減
は
学
校
全
体
の
問
題
。
四

O
入
学
級
の
枠
に
よ
り
、
担
任
す
る
子
ど
も

数
の
レ
ベ
ル
で
変
化
が
顕
著
に
な
る
に
は
、

も
う
少
し
時
間
が
か
か
る
。
人
口
の
地
域
差

も
あ
る
。
加
え
て、

小
・
中
は

一
昨
年
ま
で
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て
不
自
然
な
教
員
構
成
に
な
る
。
そ
の
ツ
ケ

は
子
ど
も
に
ま
わ
り
、
学
校
に
若
い
先
生
が

い
な
く
な
る
。

ど
れ
だ
け
新
鮮
で
熱
意
あ
る
多
様
な
教
師

を
絶
え
間
な
く
リ
ク
ル
ー
ト
で
き
る
か
。
こ

れ
が
今
後
の
教
育
行
政
の
最
も
重
要
な
課
題

に
な
る
と
考
え
る
。

私
見
だ
が
、
昇
進
と
述
動
し
て
教
育
界
の

み
を
移
動
す
る
縦
型
シ
ス
テ
ム
を
見
直
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
少
子
化
は
高
齢
化
で
も
あ

る
こ
と
を
戦
略
的
に
と
ら
え
、
こ
れ
か
ら
地

や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
生
涯
学
習
や
福
祉

施
設
等
の
専
門
職
へ
柿
に
移
動
す
る
こ
と
な

ど、

中
堅
教
員
が
多
械
な
専
門
性
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
職
種

・
職
場
を
積
極
的
に
開

拓
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

そ
れ
で
も
、
学
区
単
位
に
強
制
入
学
の
小

．
中
学
校
は
子
ど
も
の
減
少
に
応
じ
て
学
級

と
教
師
を
削
減
す
る
こ
と
で
対
処
可
能
で
あ

る
。
だ
が
、
高
校
は
事
情
が
異
な
る
。

六
高
校
・
大
学
の
適
者
生
存

選
抜
シ
ス
テ
ム
を
と
る
限
り
、
ど
の
高
校

の
3
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U
会
削
減
す
る
か
は
教
育
行
政
上
の
判

断
。
加
え
て
、
全
国
ど
の
県
で
も
、
私
立
高

校

ω協
力
を
得
て
、
団
塊
ジ

ュ
ニ
ア
の
十
割

近
い
定
員
を
満
た
し
て
き
た
は
ず
。
そ
の
た

め
、
生
徒
減
が
即
経
営
難
に
つ
な
が
る
私
立

高
校
の
定
員
を
公
立
高
校
と
同
様
に
削
減
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
。
そ
の
結
果
、
定

員
削
減
率
は
公
立
高
校
に
高
く
な
る
。

く
り
か
え
す
が
子
ど
も
の
減
少
幅
は
ピ
ー

ク
時
の
四
割
以
上
。
と
い
う
こ
と
は
、
公
立

高
校
の
入
学
定
員
を
私
立
高
校
分
も
含
め
て

子
ど
も
数
減
少
に
応
じ
て
均
等
に
削
減
す
れ

ば
、
平
成
五
年
生
ま
れ
が
入
学
す
る
一
六
年

後
に
は
、
生
徒
数
が
現
在
の
半
分
以
下
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
。
逆
に
、
い
わ
ゆ
る
有
名

進
学
高
校
の
定
口
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
他

の
高
校
の
削
減
率
を
上
げ
れ
ば
、
有
名
進
学

校
入
学
率
は
現
在
の
二
倍
以
上
に
な
る
。

他
方
、
こ
の
ま
ま
で
は
七
制
以
上
が
大
学

入
学
可
能
に
な
る
。
た
と
え
東
大
を
頂
点
と

す
る
銘
柄
大
学
の
序
列
が
残
っ
て
い
た
と
し

て
も
、
実
質
的
に
競
争
は
緩
和
さ
れ
る
。

で
き
よ
う
。
ま
た
学
校
と
家
庭
と
地
域
社
会

を
か
同
じ
屋
般
（
ド
l
ム

γ
の
下
に
あ
る

と
位
置
づ
け
る
「
学
校
週
五
日
制
」
の
目
的

が
、
少
子
化
に
応
じ
た
子
ど
も
の
生
活
世
界

再
編
成
に
あ
る
こ
と
も
理
解
で
き
よ
う
。

他
方
、
個
々
の
子
ど
も
へ
の
教
育
政
用
は

高
騰
す
る
。
両
親
＋
ニ
組
の
祖
父
母
H
六
人

の
財
布
の
中
身
が
、
一
人
か
二
人
の
わ
が
子

H
孫
に
つ
ぎ
込
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
シ
ッ

ク
ス
ポ
ケ
ッ
ト
効
果
に
よ
る
ハ
イ
ク
オ
リ
テ

ィ
チ
ャ
イ
ル
ド
の
誕
生
で
あ
る
。

こ
の
子
た
ち
が
教
室
に
入
っ
て
く
る
わ
け

で
あ
る
。
旧
来
の
よ
う
に
教
科
書
片
手
に
教

師
が

一
斉
授
業
を
強
制
し
た
と
し
て
、
何
人

が
教
室
の
中
に
残
る
で
あ
ろ
う
か
。

私
見
だ
が
、
「
新
し
い
学
力
観
」
は
単
に

教
育
の
理
想
で
は
な
く
、
少
子
社
会
の
現
実

が
要
請
す
る
他
に
選
択
の
余
地
の
な
い
教
育

原
理
と
考
え
る
。
少
子
社
会
と
は
、
文
字
通

り
全
て
の
子
ど
も
が
人
材
、
一
人
も
無
駄
に

は
で
き
な
い
社
会
。
一
人
も
無
駄
に
出
来
な

い
以
上
、
も
の
さ
し
（
評
価
規
準
）
は
子
ど

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
団
塊
ジ
ュ

ニ
ア
が

い
ま
大
学
在
学
中
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

少
子
化
の
波
が
高
校
に
届
く
の
は
こ
れ
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
舵
の
取
り
方
に
よ
っ
て
は
、

少
子
化
は
現
査
の
銘
柄
大
学
入
学
優
先
主
義

の
幻
想
を
解
消
し
新
た
な
教
育
シ
ス
テ
ム
創

造
の
絶
好
の
契
機
と
な
る
。

文
部
省
が
偏
差
値
教
育
排
除
を
強
行
し
、

総
合
制
や
単
位
制
に
よ
る
新
た
な
高
校
教
育

を
提
示
す
る
背
景
が
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
る

の
は
私
一
人
か
。

逆
に
、
も
し
公
立
高
校
が
舵
取
り
に
失
敗

す
れ
ば
、
生
き
残
り
を
か
け
た
私
立
高
校
と

の
競
争
に
敗
れ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

私
立
高
校
は
男
女
共
学
化
（
市
場
拡
大
）
、

大
学
増
設
（
商
品
サ
ー
ビ
ス
の
差
別
化
）
、

個
別
指
導
強
化
に
よ
る
進
学
率
ア
ッ
プ
（
高

付
加
価
値
化
）
な
ど
、
構
造
不
況
業
種
か
ら

の
脱
山
の
迫
を
模
索
中
で
あ
る
。
大
学
も
同

様
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。

少
子
社
会
と
は
、
受
験
生
で
は
な
く
受
験

校
の
方
が
国
公
私
立
入
り
乱
れ
て
適
者
生
存

も
一
人

一
人
に
あ
わ
せ
る
し
か
な
い
。

八
男
女
共
同
参
画
型
教
育
の
創
造

上
述
し
た
よ
う
に
、
現
在
の
少
子
化
は
結

婚
を
た
め
ら
う
タ
性
の
附
加
が
原
肉
。
そ
の

背
後
に
、
女
性
の
労
働
力
が
必
要
な
社
会
に

な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
育
て
は

母
親
の
役
割
と
い
う
社
会
意
識
と
制
度
が
変

化
し
て
い
な
い
現
実
が
あ
る
。
他
方
、

本
年

六
月
六
日
発
表
さ
れ
た
労
働
省
の

『中
期
雇

用
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
は
、
「
三

0
1
三
四
歳
の

女
性
の
労
働
力
率
は
九
三
年
の
五
三
%
か
ら

こ
O
O
O年
に
は
六
O
%
台
に
」
と
の

一
節

が
あ
る
。
女
性
の
労
働
力
率
は
現
在
の
豊
か

さ
維
持
を
望
む
限
り
今
後
も
増
加
し
続
け
る

わ
け
で
あ
る
。

二
O
O
O年
の
三
O
代
の
女
性
と
は
、
そ

の
多
さ
か
ら
少
子
化
緩
和
を
期
待
さ
れ
て
い

る
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
の
女
性
。
も
し
彼
女
た
ち

が
シ
ン
グ
ル
ラ
イ
フ
を
選
択
す
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
高
齢
化
の
速
度
と
比
率
は
極
め
て
お

い
－も
の
に
な
る
。

今
後
も
外
国
の
人
達
で
は
な
く
日
本
人
中

を
か
け
て
闘
争
す
る
時
代
で
あ
る
。

七
ポ
ケ
ッ
ト
は
六
つ
に
な
っ
た
が

と
こ
ろ
で
、
実
は
日
本
の
女
性
が
結
婚
し

て
産
む
子
ど
も
の
数
は
こ
れ
ま
で
平
均
二
を

切
っ
た
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
合
計
特
殊

出
生
率
一

・
五
以
下
と
は
結
婚
し
な
い
女
性

の
増
加
が
原
因
。

こ
れ
は
子
ど
も
を
も
っ
家

庭
が
滅
り
、
家
の
中
に
子
ど
も
は
二
人
い
る

が
、
家
の
外
に
子
ど
も
が
い
な
く
な
る
こ
と

を
意
味
す
る
。
そ
れ
を
示
唆
す
る
の
が
出
生

率
（
人
口
千
人
比
）
の
減
少
。
平
成
五
年
の

九
・
六
人
と
は
団
塊
の
世
代
の
約
三
／

て

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
の
約
二
／
一

で
あ
る
。

少
子
社
会
と
は
地
域
に
子
ど
も
が
い
な
く

な
る
社
会
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
子
ど
も
は

近
所
の
仲
間
を
失
い
、
学
校
で
し
か
友
達
と

遊
べ
な
く
な
る
。
大
人
の
目
を
逃
れ
て
子
ど

も
と
子
ど
も
が
。
学
び
あ
い
、
育
ち
あ
い
、

教
え
あ
う
H

世
界
が
縮
少
（
喪
失
？
）
し
、

自
立
の
契
機
を
見
失
う
。

「生
活
科
」
が
必
要
と
な
る
の
は
少
子
社

会
に
育
つ
子
ど
も
た
ち
で
あ
る
こ
と
が
理
解
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心
で
日
本
の
社
会
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
こ

と
を
望
む
な
ら
ば
、
早
急
に
仕
事
と
家
事
・

育
児
い
ず
れ
も
男
女
が
共
に
参
画
し
て
担
う

社
会
に
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
。

乳
幼
児
保
育
や
学
童
ク
ラ
ブ
の
拡
大
、
育

児
休
暇
の
完
全
有
給
化
と
男
女
共
に
活
用
す

る
職
場
悩
行
の
阪
成
、
男
性
の
家
事
・
育
児

へ
の
意
欲
・
能
力
育
成
機
関
な
ど
、
女
性
が

働
き
結
婚
を
し
子
ど
も
を
産
ん
で
く
れ
る
社

会
制
度
の
充
実
が
急
務
で
あ
る
。

そ
の
時
、
学
校
は
余
裕
教
室
を
学
童
ク
ラ

ブ
や
地
加
す
る
高
齢
者
の
生
涯
学
習
施
設
に

聞
き
、
両
親
が
働
く
こ
と
を
前
提
に
教
育
活

動
を
展
開
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
：
・
；
？

少
子
社
会
の
子
ど
も
は
H

公
共
財
ヘ
こ

の
観
点
か
ら
男
女
共
同
参
画
型
教
育
シ
ス
テ

ム
を
い
か
に
創
造
す
る
か
。

こ
れ
が
一二

世
紀
日
本
の
学
校
の
最
重
要

課
題
と
考
え
る
。
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わが県のユニークな学校建築

新潟県新井市立新井中央小学校
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学枝がするボランティア活動入

定価 580円
（本体 563円）
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学
校
が
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
入
門

砂ボランティア活動の教育的機能一一佐藤三三・瀬沼克彰・高来康雄・；家信

砂今なぜボランティアなのか一松岡紀雄／ボランティア活動促進の手立：r
砂小中学生向きボランティア活動一相津信男他／こんなボランティアは協J

砂我が校のボランティア活動事例集一塩谷敬 ・植村稔他／青少年問題審－ ~
圏翻馬居政幸大前宣徳・酒井臣吾・糸井清・長南博昭・小西正雄 ｜酢

( r;r,、れあ日広場Jての演奏発表活動）

（解脱はaページ〉
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